


























































「knowing how」の 2 つに分け，さらにこ


































 上述したように，knowing that は何を知
るかであり，わかろうとする対象と考えら































は knowing that に対応するものであり，
二等辺三角形の作図方法をどのように知り
得たかということは knowing how に対応
するものである． 














2 つの軸 5）に分けている．1 つ目の軸は一
般性についてであり，その中で低い，高い











































(赤のかわり )で議論を展開する．  
様相 1 特定の場合について具体的に総数
を求める 
   1+3+5+7+9=25  答 25 個 
様相 2 1 辺の数と総数の変化のきまりを
用いての総数を求める 




白：1+5+9=15  黒：3+7=10   
違い 15­10＝5    
答 白が 5個多い 
様相 4 奇数と偶数に分けながらも，差と 1
辺の数が等しくなることを用いて白と
黒の差を求める 
   1辺が 10 個のとき，多いのは黒で違
い 10 個    
答 黒が 10 個多い 
（1）一般性が低い，高いとは 




一方，様相 2 は 1 辺の数と総数の変化のき
まりを用いて総数を求める手続きである．
様相 1 と様相 2 の間にはきまりや法則への
着目という違いがあり，ここに一般性が低
い，高いという違いを捉えることができる． 



















































1 2 3 4  5 







1 2 3  4  5 
1 1 6  6 15 
0 3 3 10 10 
1 4 9 16 25 




様相 2 と様相 4 の間にある解決に用いる
手続きの違いについて考える．様相 2 は 1
辺の数と総数の変化のきまりを用いて総数












まず，様相 1 と様相 2 について考える．
様相 1 は特定の場合についての具体的な総






















様相 2 は 1 辺と総数のきまりに着目した総






























ア 10×3.14÷2＝15.7    
イ 3×3.14÷2＝4.71   
7×3.14÷2＝10.99 





















AC＋CB=AB    AB×3.14÷2 
様相 3 イを 3 つの半円にわけながらも，
アとイの直径のきまりに着目してア
とイの長さの違いを求める 








AC＋CD＋DB＝AB    
AB×3.14÷2 
（1）数学的活動の分類 













のことから，様相 1 は一般性が低く，様相 2
と様相 3 は一般性が高いと考えられる． 
 次に，構造について考える．様相 1と様相























様相 1 から様相 3 において，理解の違い
について検討していく． 










様相 2 と様相 3 はアとイの直径のきまりに
着目した理解である．このことから，様相
1 は一般性が低い理解であり，様相 2 と様
相 3 は一般性が高い理解だと捉える事がで
きる．次に，構造に着目すると，様相 1 と
様相 2 はアの半円とイを作る 2 つの半円の
長さの違いについての理解であるのに対し，
様相 3 はイを 3 つの半円で作りながらも，
アとイの直径のきまりに着目してアとイの
長さの違いについての理解である．このこ
表 4 数学的活動の分類 






様相 1 様相 2 
 様相 3 
表 4 数学的活動の分類 




複  雑 
低い 高い 
様相 1 様相 2 
 様相 3 
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AC＝5cm  CD＝1cm  DB＝4cm 
ア 10×3.14÷2＝15.7 
イ 5×3.14÷2＝7.85   
1×3.14÷2＝1.57 
4×3.14÷2＝6.28   
7.85＋1.57＋6.28＝15.7 
（4）様相 4 の理解 
 数学的活動の分類から様相 4 が考えられ
たが，その様相はどのような理解と捉える
事ができるだろうか． 









1 はイを作る半円は 2 つであるのに対し，


















































































































 〒 680-8551　鳥取市湖山町南 4-101
 TEI & FAX  0857-31-5101（溝口）
 http://www.rs.tottori-u.ac.jp/mathedu/
